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調 査 概 要

熊大生が優れている

知識・能力 BEST3＊

企業からの回答で最も優れていると評価された知識・技能は、学士課程、修士・博士課程ともに「主

体的に学習する態度」でした。熊大生の前向きな姿勢が評価されているようです。「普通」と回答

した企業・団体も多く、他大学の学生と比べて「劣っている」という回答は非常に少数でした。

熊大生が就職した企業・
団体の本社所在地の調査

を行いました。最も回答

が多かったのは「東京
都」で「熊本県」「福岡

県」が続く結果でした。

熊大生の半数以上が九

州・沖縄地方に本社を置
く企業・団体に就職して

おり、企業数が多い東京

都を除き、熊本に本社が
ある企業への就職が最も

多いことから地元への貢

献にもつながっているこ
とが考えられます。

今回、ご回答いただいた

企業・団体から熊大生へ

の多くの励ましの言葉を

いただきました。多くは

熊大生に対するお褒めの

言葉ではありましたが、

今後の熊本大学の発展の

ために学生に対して不足

している点等をご指摘い

ただくようなご意見もい

ただきました。ごく一部

ではありますが、ご回答

内容を掲載いたします。

就職先の本社所在地 企業からの声
調査対象： 本学の卒業生・修了生の就職先

企業・団体1032 社（団体）

回収状況： 434票

調査時期： 令和 2 年 10 月 23 日～

令和 2 年 11 月 30 日

熊本大学 大学教育統括管理運営機構では、本学

の卒業生・修了生が社会でどのように評価され

ているかを把握し、今後の教育改善のための基

礎資料とするため本学の卒業・修了生の就職先

企業・団体を対象に他大学の学生との知識・能

力の比較や企業規模等についてアンケートを実

施いたしました。ここでは、アンケート結果の

一部について、簡単にご紹介させていただきま

す。
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＊「優れている」「やや優れている」の合計値
また「分からない」「無回答」は除く

●肯定的回答（優れている＋やや優れている）

●普通 ●否定的回答（やや劣っている＋劣っている）

●肯定的回答（優れている＋やや優れている）

●普通 ●否定的回答（やや劣っている＋劣っている）

●肯定的回答（優れている＋やや優れている）

●普通 ●否定的回答（やや劣っている＋劣っている）
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いつも大変優秀な学生を輩出いただき感謝して

おります。これからも引き続きよろしくお願い

致します。

当社で採用している熊本大学卒の皆様は、いず

れもハイレベルです。素晴らしい人材を熊本に

留めていただける施策を、今後もどうぞよろし

くお願いいたします。

入社後の成長を考えると、在学中に多くの体

験・経験（学業以外も含めて）を積めているか

が非常に重要だと思います。是非、在学中に1

つでも多くの体験ができる環境をご提供いただ

ければと思います。

OB に比して最近の卒業生はコミュニケーショ

ン力が不足している感があります。

就職先アンケート

回答企業・団体の

本社所在地

●熊本県 ●福岡県

●九州・沖縄（熊本・福岡除く）

●東京都 ●その他
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